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2024年 11月 05日（火）【外為Ｌａｂ】松田哲 

タイトル：【米国大統領選挙の日】 

 

本日（2024年 11月 5日）は、米国大統領選挙の日。 

 

候補者は、米国で初めての女性大統領を目指す民主党のカマラ・ハリス副大統領と、捲土重

来を期す共和党のドナルド・トランプ前大統領。 

 

両候補の支持率は拮抗しており、選挙当日になっても、ほぼ同じで、全くどちらが有利なの

か、わからないままの様子だ。 

 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

通常の重要な選挙に関しては、だいたい大まかな予想が出て、その結果もおおよそ事前予想

通りになることが多い。 

 

例えば、先月の日本の衆院選挙にしても、事前に与党（自民党、公明党）の過半数割れが予

想されており、その結果も、おおよそ事前予想通り、と言っても良いのだろう。 

 

日本の政局に関しては、衆院選挙後の現時点でも、右往左往している様子なので、今後の展

開を先読みすることは難しいが、金融政策に関しては、直ぐに変化があるようには見えない。 

 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

米国大統領選挙に話を戻すが、カマラ・ハリス副大統領とドナルド・トランプ前大統領のど

ちらが勝つのか、わからないのならば、その結果が出るまで、暫し休憩して良い、と考えま

す。 

 

米国の報道によると、最終的な結果が出るまでに何日かかかるようだ。 

 

その結果が出るまでに、どちらかの候補者が有利といったニュースも出ることだろう。 

 

そういったニュースで、相場が乱高下する可能性も否定できない。 

 

そういった不確かな状況下で、わざわざマーケット・リスクを取る必要も無い、と考えます。 

 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 
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個人的な意見を述べるならば、民主党のカマラ・ハリス副大統領を支持しますが、それは、

ドナルド・トランプ前大統領の発言に、フェイクが多いので、信じられないから。 

 

「不法移民が犬猫のペットを食べている」といった発言は、おもしろいから大衆に受けてい

るだけで、事実とは思えない。 

 

ポピュリズム（大衆迎合）に過ぎない発言、と考えるが、大衆は、事実よりも、「さもあり

そうな事柄」を喜ぶ傾向があるのだろう。 

 

だから、積極的にハリス副大統領を支持する訳でもない。 

 

民主党のカマラ・ハリス副大統領が勝利する場合は、今までと、あまり変わりのない政治が

続く、と考えます。 

 

そういった意味では、トランプ支持者は、変化を求めているのだろう、と感じます。 

 

両候補の、どちらが勝つにしても、それは米国民の選択であり、たとえ数日かかるにしても、

必ず、結果は近日中に出るのだから、謙虚にその結果を待ちたい、と考えます。 

 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 
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（2024年 11月 05日東京時間 12：50記述） 


